
 

 

令
和
三
年
「
吉
川
英
治
賞
」
決
定
の
お
知
ら
せ 

 

本
年
度
の
吉
川
英
治
賞
が
、
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

◆
第
五
十
五
回 

吉
川
英
治
文
学
賞
【
賞
牌
・
副
賞
参
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
浅
田
次
郎
・
五
木
寛
之
・
北
方
謙
三
・
林 

真
理
子
・
宮
城
谷
昌
光
、
宮
部
み
ゆ
き
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

  

村 む
ら

山 や
ま 

由 ゆ

佳 か 

氏 
 
 

 
 

『
風 か

ぜ

よ 
あ
ら
し
よ
』（
集
英
社
刊
） 

   

◆
第
六
回 

吉
川
英
治
文
庫
賞
【
賞
牌
・
副
賞
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
各
出
版
社
の
代
表
者
（
各
社
一
名
）・
書
評
家
・
書
店
員
等 

合
計
約
五
十
名 

〈
立
会
人
〉
逢
坂 

剛
（
敬
称
略
） 

 

今 い
ま

村 む
ら 

翔
し
ょ
う

吾 ご 

氏 
 
 

「
羽 う

州
し
ゅ
う

ぼ
ろ
鳶 と

び

組 ぐ
み

」
シ
リ
ー
ズ
（
祥
伝
社
文
庫
） 

   

◆
第
四
十
二
回 

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
伊
集
院 

静
・
大
沢
在
昌
・
恩
田 

陸
・
京
極
夏
彦
・
重
松 

清
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

加 か

藤 と
う 

シ
ゲ
ア
キ 

氏 
 

『
オ
ル
タ
ネ
ー
ト
』（
新
潮
社
刊
） 

武 た
け

田 だ 

綾 あ
や

乃 の 

氏 
 

  

『
愛 あ

い

さ
れ
な
く
て
も
別 べ

つ

に
』（
講
談
社
刊
） 

   

◆
第
五
十
五
回 

吉
川
英
治
文
化
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
阿
川
佐
和
子
・
出
久
根
達
郎
・
堀
田 

力
・
柳
田
邦
男
・
吉
川
英
明
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

石
巻

い
し
の
ま
き

日
日

ひ

び

こ
ど
も
新 し

ん

聞 ぶ
ん 

 
 
 
 

【
震
災
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
ど
も
記
者
が
、
地
域
の
今
を
伝
え
続
け
る
】 

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
【
企
業
・
個
人
か
ら
提
供
を
受
け
た
食
品
を
生
活
困
窮
者
に
供
給
す
る
】 

 

ル
ダ
シ
ン
グ
ワ
真 ま

美 み 

氏 
 
 
 
 
 

【
ル
ワ
ン
ダ
で
二
十
年
以
上
義
肢
を
無
償
提
供
す
る
】 

    

令
和
三
年
三
月
二
日 

公
益
財
団
法
人 

吉
川
英
治
国
民
文
化
振
興
会 

講
談
社 

広
報
室 


